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〈新基本構想 編〉
令和4年 号外わたなべ友貴　の区政レポート

　新基本構想は 8分野に分けられ、それぞれ将来像と取
り組みの方向性が示される形で構成されています。前基
本構想ではつの目標（≒分野）に分けられていたことと
比べると、より細分化され、個別具体的な目標が立てら
れる形になりました。

　8分野は、防災防犯・まちづくり地域産業・
環境みどり・健康医療・福祉地域共生・子ども・
学び・文化スポーツ、です。

　この中でも、私は基本構想審議会で主に、
『防災防犯』『まちづくり地域産業』につい
て担当をしました。

　防災では、必ず起こる首都直下地
震に備え、何よりもまず「いのちを
守る」ことに主眼をおいた防災対策

について、議論をさせていただきました。

　その結果、ハード・ソフトの整備において、共に芯
を捉えた書きぶりになったと自負しております。

　令和4 年度は、新基本構想のスタート年度ということで
その実現のために予算が計上されました。

　杉並区の財政状況は、長引くコロナ禍の影響によって経済の先行きが
不透明なこと、保育関連経費を中心とした扶助費がこれからも膨れ上がっ
ていくことなどから、決して楽観視できる状態ではありません。

防災
防犯

まちづくり
地域産業

環境
みどり

健康
医療

福祉
地域共生

子ども

学び

文化
スポーツ

みんなでつくる
災害に強く、
犯罪を生まないまち

多様な魅力と交流が
生まれ、にぎわいの
ある快適なまち

気候危機に立ち向かい、
みどりあふれる良好な
環境を将来につなぐまち

「人生100年時代」を
自分らしく健やかに
生きることができるまち

すべての人が認め合い、
支え・支えられながら
共生するまち

すべての子どもが、
自分らしく生きていく
ことができるまち

共に認め合い、
みんなでつくる
学びのまち

文化を育み継承し、
スポーツに親しむ
ことのできるまち

新基本構想の構成

新基本構想の私的ポイント

　その結果、新基本構想には明確に「荻窪駅周辺」という文言が残り、
「個性あるまちづくり」が取り組みとして記載されることになりました。

　私が後何年間議員を続けられるかわかりませんが、
地元の区議会議員として、引き続き全力で荻窪駅周辺まち
づくりへ取り組んでまいります。

令和 4年度予算

分野ごとの将来
像を以下のとお

り描き、

その実現に向け
て、取り組んで

いきます。

　また、まちづくり分野においては、
荻窪を地元として活動する区議会議
員として、なんとしても「荻窪駅周

辺まちづくり」の文言を、新基本構想に残
したいと思っておりました。
　というのも、この新基本構想に記載がな
ければ、今後概ね 10年間は荻窪駅周辺ま
ちづくりが停滞してしまっても、何一つ区
へ意見が言えなくなってしまうからです。

   近年の時代の変化は目まぐるしく、近未来を予測することす
ら困難です。しかし、私達は前へ進んでいかなくてはいけません。
   よりよい杉並区を次の世代、その次の世代へ引き継いでいく
為にも、この基本構想を区民の皆様と共有し、一緒に歩んでい
きたいと思います。

   こうした点から、令和4年第1回定例会において、各議員から予算特別委員会において様々
な質疑がなされました。
   その結果私は、新基本構想初年度として適切な経費を計上できていること、コロナ対策を
始めとした必要な経費が計上されていること、基金（行政の貯金のようなもの）にもしっか

りと予算が積まれていること、などの理由から、令和 4 年度の予
算に賛成をしました。
   もっとも、予算特別委員会では、こうした必要な経費以外の部
分で、予算執行の際に慎重な対応を要するべきものがあるのでは、
基金を活用がするべき事業もあるのでは、との質疑もあり、今後
の決算審査でしっかり検証していく必要があると考えます。

私は、今後も杉並区の為に
　全力で活動してまいります。


